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第 4 章では，甲良町 3 集落を対象に，用水路における子どもの川遊びの基本的特性を把
握したうえで，川遊び地点の分布特性を解明した。そしてクラスタ分析により川遊び地点
の空間特性を析出した。これらをふまえ，用水路における子どもの川遊びを支える空間構
造と課題を考察した。その結果，①集落内子ども人数と行事開催頻度が川遊びの質的・量
的維持に向けて重要であること，②水路規模や多様な流れ，サワガニ個体数など 6 点を備
えた用水路区間が，子どもの川遊びに適すること，③これら条件を備えた分水工区間を活
用したスポット型遊び場づくりが今後有効であること，を明らかにした。そして，川遊び
の維持に向けた課題として川遊び行事の集落間合同開催の必要性を指摘した。 
第 5 章では，八幡地区を対象に，子どもの川遊びの安全性を把握し，安全な川遊びに対
して家庭や漁協などの各主体がとる働きかけを解明した。これらをふまえ，河川における
子どもの多様な川遊びの安全性を支える地域の社会的仕組みとその維持に向けた課題を考
察した。その結果，川遊びの安全性は，「仲間間の互助」など 3 つの“溺れの回避・防止機
能”の発現によって支えられていた。これら機能は「危険箇所の通知」など 7 つの“地域主
体からの働きかけ”によって，「川遊び場の特定」など 5 つの“働きかけの効果”が発揮され
ることで醸成されていた。こうした仕組みの維持に向けた課題として，①子どもから移住
者（保護者）への働きかけ強化，②観光客の過度な河川利用の抑制，を指摘した。 
第 6 章では，甲良町北落集落を対象に，維持管理システムの経年的変化と維持管理の活
動マネジメントを解明した。そして，各住民組織の維持に係る組織的特性を分析した。こ
れらをふまえ，農業用水路の継続的管理を支える地域の社会的仕組みを考察し，その維持
に向けた課題を検討した。その結果，地域の［イベント］，［人］，［組織］が重層的に機能
することによって維持管理の相互補完が達成され，農業用水路網が一体的かつ継続的に管
理されていたことを明らかにした。こうした社会的仕組みの維持に向けた課題として，多
世代協議の場を設けることの重要性を指摘した。 
第 7 章では，以上の結果にもとづき，計画論的観点からみた子どもの川遊びを成立させ
る地域の空間的・社会的条件を考察し，SDGs（持続可能な開発目標）からみた社会的効用
を議論した。 
第 8章では，研究の総括として本研究成果と今後の研究課題を述べた。 
